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学会発表

1)川村俊蔵 (1986):メンタウェイヤセザル

Presbytisi,oEeuianiの社会と音声の位置

づけ｡第2回日本霊長頬学会 ｢アジアの兵猿

輔の研究 川村 ｡鈴木｣｡

2)鈴木 晃 (1986):束カリマンタン･クタイ

国立公園における詔長技の分布とオランウー

タンの社会 ･生態学的研究｡第2回日本霊長

類学会 ｢アジアの裏技類の研究 川村･鈴木｣｡

変異研究部門

野津 謙 ･庄武孝義･和田一雄 ･峰津 満

研究概要

1) ニホンザルの袋田退伝学研究

野浮 謙 ･庄武孝義 ･早坂謙二1)

ニホンザルの血統蛋白の描道を支配する通伝子

の変異を磁気泳動法によって検累し,群円,群間

の変異性を定孟化する｡現在までにニホンザル44

群､総個体数約2,600頭の血液試料について,85

種の蛋白の構造を支配する計88遺伝子座の検索を

行ってきた｡また,新たにミトコンド1)アDm の

多型を棟誠として加えた｡これらデータをもとに

して,統計的検討を加え,繁殖単位間の毎代の移

出入率,退伝的変異の散布範囲などについて定立

的推定を行い,ニホンザルの繁殖構造を解明すべ

く作業を続行中である｡

2)Macaca屈サルの系統的相互関係

野揮 謙 ･庄武孝義 ･早坂謙二

ニホンザルを含むMacaca属サル各種から材料

を採如し,前項1)同-の方法によって種内 ･種間

の氾伝学的変異性を定量化し,それら種間の迫伝

子捕成上の差を退伝距離で表現し,それに数量分

校学的手法を適用して枝分かれ図を描く｡それに

より柾間の近縁関係,分化時間の推定等を行う作

文を日下続行中である｡61年度には,ミトコンド

I)アDm の多型を標識にしてマカク属 8種の系統

1)大学院学生

関係を推定し公表した｡

3)家畜化現象と家畜系統史の研究

野滞 謙 ･庄武孝義

在来家畜とそれらの野生原種の迫伝学的野外調

査にJ:って,家畜化現象そのものの柴団避伝学的

解明と,個々の家畜種円で地域集団間の遺伝的分

化の程度,系統的相互関係の解明を行いつつある｡

61年度にはネパールにおいて海外調査を行った｡

4)CercoL,ithecus屑サルの遺伝的分化に関す

る研究

庄武孝義 ･野浮 謙 ･早坂謙二

60年度の海外調査によりカメルーンにてグリベ

ットモンキーとパタスモンキー,エチオピアにて

グリベットモンキーの資料を収集したのでこれま

でに得られている資料と合わせてCercoi･ithecus

属サルの地域分化,亜種分化,種分化を退伝距離

でもって走塁化し公表した｡

5)新世界ザルの遺伝学的研究

峰滞 満

61年度,ポt)ビアおよびブラジルにおいて血紋

試料を入手した｡これらの試料にもとづいて核型

およびその変異の検索を行っている｡電気泳動法

による血液蛋白の構造を支配すろ遺伝子の変異の

検索を合わせて行い,新世界ザルの系統相互関係

の解明を試みている｡

6)キヌザル科のキメラの退伝学的研究

峰帝 満

キヌザルにみられる血液および生殖細胞のキメ

ラの遺伝学的解析を行いつつある｡

7)中国式山でのチベットモンキー調査

和田一雄

1986年8月から,安徽省においてチベットモン

キー(Macacathibetana)の分布調査,黄山の

群れの泊まり場,運動時の社会調査を行っており,

現在 も続行中である｡

論 文

1)Hayasal(a,K.,Kawamoto,Y.,Shotake,T.

andNo2;aWa,K.(1986):ProbabilityoL

paternityexclusionmdthenumberof

lodneededtodeterminthefathersin

troopofmacaques.Primates,27:103･

114.

2)Hayasaka,K.,Horai,S.,Shotake,T.,NoI

zawa,K.andMatsunaga,E.(1986):Mi･
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tod10mdrialDNApolymorpbism inJa･

panesemonkeys,MacacafuscatA Jpn.

J.Genet.,61:345･359.

8)Ishida,T..Yamamoto,K.Shotake,T.,

Nozawa,K.,Hayami,M.,andHinuma,

Y.,(1986):Fieldstudyontheinfec･
tionofhumanT-cellleukemiavirus

amongAfricanprlmateS.Microbiol.

Immunology,30:315･321.

4)天野 卓 ･並河鷹夫 ･庄武孝義 ･H.W.Cyril

(1986):スリランカにおける水牛の血液蛋

白多型｡在来家畜研究会報告,ll:117三128.

5)Wada,K.,ChenpeiXiongandQisban

Wang(1986).･Onthedistributionof

Thibetan andRIleSuSmonkeysinson･

thernAnbui,China.KyotoUniversity

OverseasReseardlReportofStudies

onAsian Non-Human Primates,5:79

･94.

総 税

1)野津 謙 (1986):東および東南アジア在来

家畜の起源と系統に関する研究｡在来家畜研

究会報告,ll:1-35.

2)野津 謙(1986):嘱乳動物の逝伝的変異性

と集団構造｡今堀 ･木村 ･和田編 "続分子進

化入Pr pp57182,培風館｡

研究報告 ･その他

1)時津 満(1986):新世界ザルの系統と分化｡

霊長類研究,2:80-85.

2)峰浮 満 (1985):新世界ザルの種分化と氷

河期の森林の退縮｡モンキー,29:28-34.

8) 峰深 溝,後藤俊二,松沢哲郎,東 滋

(1986):サル類の学術利用の実状に関する

アンケート調査｡霊長類研究,2:55-65.

4)和田一雄 (1985):チベットモンキーの分布

について｡モンキー,29:6-13.

5)和田一雄 (1985)チベットモンキーの生頂｡

{>*-,29:14118.

学会発案

1)庄武孝義 ･早坂謙二 ･大将秀行 ･野滞 誹

(1986):パタスモンキーとサバンナモンキ

ーの迫伝的変只性｡郡40回日本人類学会 (描

岡)｡

2)早坊誹二 ･宝来 聴 ･庄武孝義 ･野浮 謙 ･

松永 英 (1986):ミトコンドl)アm Aから

みたマカク周8柾の系統関係｡第40回日本人

黙学会 (福岡)｡

8)早坂誹二 ･宝来 聴 ･庄武孝哉 ･野滞 謙 ･

松永 英 (1986):ニホンザルのミトコンド

.)アI)m の制限酢窮にJ:ろ解析｡邦2回日本

霊長類学会 (名古Ff)｡

4)竹下 修 ･下元突任 ･庄式事屯(1986):シシ

オザル (Macacast'lenus)ヘモグロビンの

アミノ酸配列｡第40回日本人郊学会 (福岡)｡

5)峰津 満 ･原田正史(1986):中央ポ1)ビア

産テヵホエザル (Alouattaseniculussara)

の細胞退伝学的研究｡第2回日本詔長斯学会

(名古屋 )｡

生活史研究部門

河合雅雄 ･杉山串丸 ･大沢秀行 ･蘇 明雄 ･

星野次郎1)

研究概要

1)西アフ1)カ熱村多雨林および乾燥サバンナ

の挟界授期の社会生態学的研死

河合雅碓 ･大沢秀行 ･荷 明雄 ･庄野次郎

西アフリカ･カメルーン国南部の熱村多雨林に

おいてマンド1)ルの採食生態,コミュニケーショ

ン,社会稲造の研究が継続中であり,さらに同所

的に生息する樹上性の7種の霊長矧 こついても森

林適応の観点から調査が行われていろ｡持ちかえ

った資料の分析については餌植物の分布様式と,

サルによるホームレンジの利用などの解析が進め

られ,異種のサルによる混群現象の要因の解明を

めざしている｡

同国北部の乾燥サバンナにおいてはパタスモン

キーの調査を行っている｡パタスモンキーは111碓

群型の社会をもち,その生活様式はサバンナに適

応していると考えられている｡現在,その社会変

動とくにリーダー雄の交代のメカニズム､および

採企生態からみた乾燥地適応の研究を進めていろ｡

さらに,同所的に生息するサバンナモンキーや多

雨林の班との生活様式の比較によって,正長耕各

1)非常勤講師
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